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６人の議員が一般質問を行いました

長
方
周
辺
の
道
路

は
道
幅
が
狭
い
割

に
通
行
量
が
多
く
、
通
学

の
子
ど
も
た
ち
が
危
な
い

思
い
を
し
て
い
る
の
で
、

一
日
も
早
く
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

　
長
方
神
田
線
の
長
方
公

民
館
ま
で
の
道
路
、
長
方

か
ら
大
泉
へ
向
か
う
道

路
、
坂
戸
小
学
校
か
ら
本

郷
に
向
か
う
道
路
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
以
前
か
ら
要

望
し
て
い
る
が
、
今
後

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　

長
方

地
区
の
道
路
は
、

平
成
26
年
度
よ
り
29
年
度

ま
で
の
４
ヵ
年
計
画
で
整

長
方
・
坂
戸
地
区
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

仁平　実 議員

菊池伸浩 議員

備
し
ま
す
。
ま
た
、
坂
戸

小
学
校
か
ら
本
郷
に
向
か

う
道
路
に
つ
い
て
は
、
地

元
説
明
会
を
開
催
し
地
権

者
の
同
意
を
得
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

医
療
再
生
に
つ
い
て

県
西
総
合
病
院
・

新
中
核
病
院
の
今

後
と
、
地
域
医
療
の
連
携

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

「
新
中
核
病
院
に
は
桜
川

市
民
は
か
か
れ
な
い
」「
桜

川
市
が
逃
げ
た
か
ら
新
中

核
病
院
が
だ
め
に
な
っ

た
」
な
ど
と
い
う
話
が
あ

る
が
、
事
実
か
ど
う
か
伺

う
。

市
長　

県
西
総
合

病
院
は
桜
川
市

が
、
新
中
核
病
院
は
筑
西

市
が
、
茨
城
県
地
域
医
療

再
生
計
画
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
両
市
で
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

医
療
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
県
西
総

合
病
院
の
経
営
改
善
の
た

め
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
と
意

見
交
換
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
中
核
病
院
は
、
も

ち
ろ
ん
桜
川
市
民
で
も
受

診
で
き
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

現
在
ま
で
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ

た
の
か
。市

長
公
室
長　

「
企
業
立
地
フ
ェ

ア
」
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
来
場
さ
れ
た

お
客
様
か
ら
大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
整
備
環
境
を

含
め
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

昭
和
58
年
に
真
壁

町
桜
井
字
端
上
の

「
林
道
端
上
線
」
の
工
事

が
始
ま
っ
て
、
30
年
以
上

た
つ
。
今
ま
で
こ
の
工
事

に
か
け
た
費
用
の
総
額

は
、
６
億
７
０
０
０
万
円

に
な
る
。
３
月
議
会
の
答

弁
で
も
、
あ
と
10
年
か

か
っ
て
も
こ
の
林
道
は
完

成

し

な

い

と

の

こ

と

だ
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
林

道
は
何
の
目
的
で
つ
く
り

始
め
た
の
か
を
伺
う
。

経
済
部
長　

こ
の

道
路
の
総
延
長

は
、
６
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。始
め
た
目
的
は
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
農
家
へ
の

原
木
搬
入
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

そ
れ
も
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

　

現
在
、６
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
う
ち
、
両
端
（
登

り
口
と
降
り
口
）
１
・
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
舗
装
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
市
負
担

分
の
総
額
は
幾
ら

に
な
る
の
か
。

経
済
部
長　

今
ま

で
に
つ
ぎ
込
ん
だ

費
用
は
、
総
額
６
億
７
０

０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
市
（
真
壁
町
時

代
の
分
も
含
む
）
負
担
分

は
、
２
億
７
０
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

こ
の
林
道
の
舗
装

率
は
20
％
に
足
り

な
い
。
完
成
の
見
通
し
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
し
完
成
が
無
理
だ
と
す

れ
ば
、
県
と
相
談
し
て
中

止
す
る
な
ど
、
具
体
的
な

手
立
て
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。経

済
部
長　

舗
装

し
な
い
で
お
く
と

土
砂
の
流
失
等
が
あ
る
の

で
、
舗
装
を
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
今
の
ペ
ー
ス

（
２
０
０
ｍ
／
年
）
で
舗

装
を
続
け
る
と
、
あ
と
26

年
か
か
る
計
算
に
な
り
ま

す
。

いつまで続く
端上林道工事

林道端上線の案内看板

政
府
は
、
共
働
き

家
庭
の
小
学
生
を

預
か
る
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
の
受
け
皿
を
拡
充

す
る
方
針
を
固
め
、「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
と
連
携

し
た
「
一
体
型
」
の
預
か
り

場
所
の
準
備
を
進
め
「
女

性
の
活
躍
」
の
推
進
を
し

て
い
く
と
発
表
し
た
。
市

の
子
育
て
支
援
体
制
は
、

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て

も
遅
れ
て
い
る
。
少
子
化
は

深
刻
な
の
で
、
ま
ず
は
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
等
の

整
備
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　
「
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
」
の
一
貫
で
、
安
心
安
全

放
課
後
子
ど
も
教
室

に
つ
い
て市村　香 議員

榎戸和也 議員

で
健
や
か
に
過
ご
せ
る
居

場
所
づ
く
り
で
す
が
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
の

連
携
に
は
空
き
教
室
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

児
童
に
と
っ
て
の

安
心
安
全
な
居
場

所
を
確
保
し
、
も
う
一
つ

は
、
次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
多
様
な

体
験
活
動
が
で
き
る
環
境

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
だ

が
、
結
城
市
・
古
河
市
・

筑
西
市
で
は
既
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。
青
少
年
健
全

育
成
に
は
必
要
な
子
育
て

支
援
だ
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

こ
れ

か
ら
27
年
・
28
年

に
向
け
て
整
備
さ
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
用
に
つ
い
て

桜
川
市
外
へ
の
連

携
な
ど
で
利
用
者

に
は
不
満
の
声
が
あ
る
よ

う
だ
。
協
和
中
央
病
院
と

県
西
総
合
病
院
へ
の
通
院

等
も
考
慮
し
、
筑
西
市
と

の
連
携
調
整
を
図
れ
な
い

も
の
か
伺
い
た
い
。

市
長
公
室
長　

利

便
性
向
上
の
点
か

ら
検
討
す
べ
き
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
係
事
業

者
と
の
調
整
が
困
難
な
状

況
で
、
両
市
と
も
慎
重
な

検
討
が
必
要
と
の
結
論
に

至
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み

市
の
防
災
対
策
と

し
て
、
井
戸
水
の

確
保
、
避
難
場
所
、
火
災

時
の
防
火
水
槽
の
確
認

等
、
有
事
の
際
の
マ
ッ
プ

な
ど
各
地
区
ご
と
の
自
主

防
災
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
の
自
主
防
災

の
結
成
状
況
は
、
１
２
０

地
区
中
57
地
区
で
、
結
成

率
は
47
・
５
％
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
重
伝
建
保
存
会
の
設
置

新
県
西
総
合
病
院

の
立
ち
上
げ
手
順

は
。

市
長
公
室
長　

広

く
関
係
者
に
参
加

い
た
だ
き
、
財
政
状
況
等

も
踏
ま
え
て
ど
う
い
う
病

院
に
す
る
か
の
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
す
。
次
に
、

よ
り
具
体
的
な
基
本
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
後
、
そ

れ
ら
に
基
づ
き
施
設
設
備

に
つ
い
て
の
基
本
設
計
を

行
い
ま
す
。

県
西
総
合
病
院
の

解
散
手
続
は
。

市
長
公
室
長　

正

副
管
理
者
の
両
市

長
で
協
議
し
、
病
院
議
会

で
同
意
の
上
、
両
市
議
会

で
議
決
。
さ
ら
に
そ
れ
を

知
事
に
届
け
出
て
解
散
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
諸
課

題
に
つ
き
関
係
地
方
公
共

団
体
で
協
議
中
で
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題

市
内
２
地
区
か
ら

バ
ス
利
用
の
要
望

書
が
出
て
い
る
が
。

教
育
部
長　

関
係

他
地
区
の
意
向
を

確
認
中
で
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

「
ツ
ー
ル
・
ド
・

さ
く
ら
が
わ
」
へ

の
支
援
体
制

市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
交
流
人

口
増
加
の
観
点
か
ら
、
市

は
こ
の
行
事
を
よ
り
積
極

的
に
支
援
す
る
つ
も
り
は

な
い
か
。経

済
部
長　

主
催

者
の
ご
苦
労
と
地

域
振
興
へ
の
貢
献
と
い
う

意
義
は
理
解
し
て
お
り
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
東
海
第
二
原
発
か
ら
60
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
る
本
市

の
対
応

・
郷
土
三
画
伯
の
作
品
展
示
会

開
催

・
真
壁
址
遺
構
内
の
形
状
変
更

の
経
緯

県西総合病院の
今後の立ち上げ
と運営について

ツール ･ ド ･ さくらがわ


